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 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 2,100,000 630,000 2,730,000 
２００８年度 1,500,000 450,000 1,950,000 
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有すること（Oyama, et al. Jpn J Clin Oncol 
12: 623-629, 1999）、リン脂質代謝のトレー
サーである 11C-acetate は前立腺癌の 90%以
上で高集積を示し、その高検出率が癌の再発
病変診断に有用であること（Oyama, et al. J 
Nucl Med 43:181-186, 2002; Oyama et al. 




（Ponde, et al. J Nucl Med, in press）、
核 酸 代 謝 の ト レ ー サ ー で あ る
18F-fluorothymidine の集積の変化が、内分泌
療法によっておこる前立腺癌の増殖能の変
化を鋭敏に検出できること（Oyama, et al J 























































る。上記 3 種類の細胞 2×105 個をそれぞれ
24 ウェルプレートフラスコに培養する。48
時間培養後に、フラスコに0.1μCiの 125I-RM2




















Ci の 125I-RM2 を投与する。 







(1) 125I-RM2 の合成 






























































































を比較すると、24 時間では 2.118、48 時
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